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政府は帆であり、国民は風であり、

国家は船であり、時代は海である

(ベルネ)

光市医師会



光市医師会報 1 9 7 4 

謹 賀新年
会員の皆様の御健康と御多幸及び

光市医師会の発展を心より祈念致します

昭和49年 1月 1日

光市医師会長 林 孝之
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0 12弓11日(火)定伊IJl'I1ーが会 於医師会館

午後7.3 0 

0協議事項休祝日診療所対策について

O報告事項 Ulilim医師会民連句路議会に つい

て間救急.U:彼自診i¥Hf1iの方針について

間高額医療費の助成について

(4)危機突破医療団体繁念集会について

(5)週医の推せんについて (6)才末助合い逐動

の協力依頼について

0 12月 15臼(土)阪師会忘年会 於松昼旅館

午後6時

0 12月24日(月)休祭日投ぴに夜間診療につ

いて市役所との協議会 於市長ホール

午後 7.30 
IliiiilJ 助役、市民銀長、消防'Rl毛、総前市

民病院長、病院事務長、

民師会、林会長、大野副会長、福本路事、

O協1議事項

(1)主主主t忽省lζ対する医師会と市民病院との

診療分!I!について

(2)$自民所llH設について

(1):Jil設省 (2)場所 (3)休祭日 (4)夜間

(5)珍縦時間 (6)看護婦

(3J近隣市町村の協力について

(4)住民lζ対する周知と協力について

(5)医師会の協カ料について
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中 医 協 答申と経過
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0 12月5日 中医協会長と厚相が会議、医筋金、

報酬.;(上げ要望

中~協が 5 月以来中新している問題について、

斉藤長手相は 5日夜、円減、T中氏協会長と会い、

£常化について会談した .-H伺口 、日本医師

会は斉厳厚相lζたいし.当面する診療報敵引き

上げについて具体的項目をあげた正式の婆望書

を提出。中医協の再J創立来年度予算年内編成と

いうぎりぎりの限界を前11:、やっとそのきぎし

がみえてきた。

日本侠節会は58正午、芥u厚相にたいし、当

面する診療報翻引き上げについて袴診料を現行

の 50円から 500円とするなど 6項目の要笠

存を提出した。乙れは円本医師会が 4日の常任

用!事会でさめたことによるもの。~望Sでは、

現行診療報織のうちかねてから口本医師会が非

常設なほど低い医師の技術料だとして指策して

いたものについて .っさの 6項目を要求した。

①現行50円の再診斜を 500ドゆ時問外加算を

現行30円を 500円③現行30f¥jの休日診療加算

と.現行 600円の深夜診徐加算をともに1.5

o 0円:D入院時医学t1J11料{刻行診議所 150

肉、病院 220円)を1.0 0 0何ID現行 1日3

6 0円の婆料を 72 0 P.崎製U'i日400円の

給食料を 1.0 0 0円。

』厚診料は今後 5J，:手以内に1.0 0 0何まで引 き上

げ、ζ の時点で民主E分業を1ia:'Il.させるとしてい
る。これらの要求事項について禁句脊では、さ

る36年IC当時の厚生大陸、向民党と臼ぶ医師

会、歯科医師会の聞でとり交ちされた医療にか

んする「合窓tlfJを実現させるためのもっとも

必本的なものとして位償づけ、 ζ の合怠Jれζあ

る「自由経済社会における診療報酬~;IJl!l:の確立J

のためには今凶の婆望事項実現が;U発点である

としている。

中氏協は支払い側の考えのなかにある医療の社

会化(国営化) ~Iζ たいし、 ζ れが判決医が果

たしている役割を正しく評価しない輸であると

して診後舗がはげしく反発。 dらに診量:tU¥t立内
披寺会長の発言も f医療の社会化J沿を必める

乙とだとして「会長不信任Jを厚相iζ提出。い

らい中氏協は中断していた。斉議厚相と阿波寺

会長の会談で厚相は円減寺会長にたいし武見会

kの質問状にたいする問答 .日本氏脳会と自民

党の公|婦討議集会の内容を説明、I(j(7，;協を再倒

した場合ij!議方式lζ 乙だわらず諮問する乙とを

伝え「中氏憾を将来できるだけ早く再!婦できる

よう J~力を袋請した。会談後. p~織令会長は

f不信任Jの問題が絡んでいるので判断がむず

かしいJとしながら 、 「不信任のままでは運営

はできないJと諮った。 一方斉藤原初は「長後

の段掲寄与目指してすべての問題を解決するよう

般大の努βをしているJと拾った。

012月6B 日医臨時理事会 円城寺会長不信任

問題の取扱いを昔話議

円本医師会は、12月6日午後 2時から臨時無事

会をひらいて中医協の円減寺会長不信任問題の

収録いを協ぷその後武見目医会長は花信会見し

て f現段階では円竣考会長不信任の』意義は失わ

れており.白紙還元するJとの説話そ発友した。
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中医ul中断の抗接のきっかけとなった診療側委

員による f円峨考会長不信任が徹図される ζ と

になり、 ζ れによって中医憶は近日中に再謝さ

れる見通しとなった。

012月7日 医徐料金(診療報襖)の引き:上げ

とスライド制導入の 2点について諮問

5月下旬、円減守会長不信任通告を突きつけ審

議をポイコ γ トしてきた日本医郎会は 6日不信

任通告の白紙還元をiAめ、会長談話を発表した

ため、乙れiC伴い汗験iJ'f.相は周目、中医協再飼

iC踏み切る厚相淡話を発:&、 7日診療報酬の引

き上げと.スライド制海人の 2点についてゆ医協

lζ 諸附した。民脳会が不信任通告の白紙還元を

決めたのゆ①厚相がスライド制の早急実現を約

東しt:f%J中氏協解体問題については自民党が 「

依本的再検討Jの}j針を明らかにしたなど政府.

臼民党が医師会得りの見解をJ宣明した ζ とを評

価したためである。しかし総評、健保速など支

払い側~はは厚相談話などに示された政府の態

度は医師会べったりと反発している。支払い{測

が問aJiとしているのは①厚相談話の中で f総合

的な治問織関線!!.tを倹Jすする jと中医織改級の

方針を不し t~中氏出再倒 Uli員Iζ 予定している

所信友明のφで、 ~~n値上げについて事実権告

示も辞さない態度をぶしている等の点である。

012月18日 中氏惚尖質審議に入る

中医協は 18Af!(7時より紛争収拾後第2回目

の総会を開いた。支払い側、診療側とも主とし

てJ7.相の白書間内容について質問.はじめて実質

的得ぷに入、た。 jポ相は質問lζ答えて「聡尊重告

はしない」と.idSべるとともに~ ~主化基準の適正

化についても r.1frU]の中には触れていないが、

中氏協からillぷがあれば与必ずると答えた。ま

た厚生tH与:険局は 、前回の医療料金引き上げが

実』監された 47 "T・ 2月以米 11月までに 、医薬

品の実勢価絡は、-$iC値上りしたものもある

が全体として、 3.4勿{直下りしているという数

字をはじめて明らかにした。 47年 2巧の引き

上げのさいは、業価の他ドりが 3.9%あり 、乙

れを戻線料金tζ換算して1.7 %医僚料金Iζ上被

みされた。今[吋も同じ倹'f1.}j王えをとるとすれば、

1.H与が薬価JAIIJJ引下げの見返りとして医療料

金tζ上碕みされる。

012月Jq臼 M初、 J9<{，アップ索。武見会

長は鍵色を示す、厳相とも会ぷ

F奇麗厚相は 19 R (ilJ武見会長、福図蔵相と相次

いで偶).;1)1ζ会い. r医彼料金の引き上げ幅を 1

9%にしたいとJ打診した。 ζ れに対し、武見

会長は「引き l'げねが低すぎる jとしてかなり

1 974 

難色を示した。 19 %という数字は実価基準の

引き下げ分1.4 %を含めたもので実質的な引き

上げ稲は 17.6%ψ 厚相は、乙の引き上げ偏の

中で、医師会が要求している再0料、入院時医

学管理科など何}Jljの引き上げ4訟を決め、22日

の中医協に 厚生省ぷ策 としてぷす考えを明

らかにした。日医は約 40%の大幅引き上げを

婆求しており.武見会長は強〈不泌を表明した。

福悶蔵相は 19%の引きとげ似を一応、 f承した

ため厚相としては芯らに医師会の納得を得る話

し合いを続け. 1 9形の紙lで厚生千?試案をまと

める ζ とにした。

01 2月22日 中氏協紛糾。厚生省案mせず

2 2日の総会で厚生省案の診療級制引き上げ幅

19% (実質 17.5%)だけを各側lζ示すにと

どまり、具体的な点数ぷ改定についての審議は.

年内は 26目、 28問、 29目の総会にゆだね

られる ζ とにな勺た。 22円の総会は、厚相が

厚生省2震を決めるに当たって武見氏師会長と非

公式に会談した乙とにたいして、支払側が厚相

を滋しく追及、厚生省漢は従ぶされないまま散

会した、結局公占左側~UがH納と折衝し①中医

協の権威を穆京する②今後不公正な態度はまら

ないの 2 点についてC/;~~を~る ζ とで一応了解

がついた。

01 1月 .!6E1 n.繍.特製問題で倣n謝。中医協

答申 29日メド

厚相は 26日夜、中氏憶の刊城寺会長Iζ対し「

中医協を経視するJfえはない。中氏協の公益 .

診療、支払いのそれぞれに対し公がを欠くとと

のないようt点取に対処してゆく Jとの文8を提

出した。との以相の~Jjを受けて、中島長飽は 2

6日佼 7時より総会を側き仮面持料金引き上げを

審議した。円城寺会長は総会の初めに r2 9日

午後31待どろをメドIζ精力的な簿ぷを行ってほ

しいjと迩べ、 29 f:j Iいに答申をまとめたい考

えを明らかにした。 -}j厚相は 19%の医療料

金引き上げのl主体的な点数lAを厚生省案として

278中医健蚕UIζ 〆J'す予定に した。支払い側

と診療{則は診絞手量制改定についてそれぞれの怠

見、要望を説明、論議したがえ会彼測は手生省の

改定案をみた上で考え}jを.idSべるとした。

01 2月27日 厚生行診依械翻改定案を提示

総ワク 19%~1 上ザ

子寄長厚相';12 7日午後診続報烈引き上げの具体

的な点数表改定厚生省案を円厳守会長iC!是正式し

た。厚生省は「中氏協のdfalの均で修正の動き

があれば、 19 %のワク内で点数表を伎作する

乙ともやぶさかではない」との見解を示した。
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惇均がl1:_，ドじた ~t!t省7的主主主ワクで 1 9形、実

質 11. 5 ~の引き上げで厚生省は改定tζ 当り、

とくに①~防の技術科を通iElζ詩句する ②寓

診料、とくに外米ss吋を奄点K改善する③病

院経官?の改品のため入院料を 30 - 50~彰引き

上げõζ とを}!4:~Jーとしている。

0 12月31 日中色白19%~I上げを答申診療

報酬 2 月か ら ~q色

中医協は 12月 31日午後7時診療報務改定の

rJ.栂諮闘にたいしニi泊り答申案について異例の

表決をお乙なったあと、支払い側の主張にもと

づく答申楽を賛成多数(会長を除く公益および

1 9 7 4 

支払い側委U)で決め、円駿#会たから厚相tζ

正式に答申した。

答申;}Iま ①，，.初日書問の引き上げ品 19.%1ま了

承するが②厚生省案の点数点改定について医

科で入院部門を充実し、総科の初診料をllilえ、

部長這代の差額徴収を僕除する等の修正を求めて

いる。 ζ れに少数意見(.1;Kt側)として r4 9 

年 1月 1日実施を期して、諸問祭の点数表』ζ質

成するJとの窓見が併記された。斉正義厚相は実

施期日について明古・をさけたが事務手続き上、

2月 l口実線とならざるをねないζ とを示唆し

Tこ。

医療料金引き上 げ諮 問 案 (中位円〉

甲 J長 乙 J受
現 行 改定案 現 行 改定案

初診時間外加算: 20 300 30 300 

渓 f!l 加算 680 
(項lL，5O目00荻00 設)

600 
11L 13 .0 50 0 

休 日 加算 2 0 30 {目。新。設)

再 診 算 110 320 5 0 1 5 0 

内科Jlj :会加算 80 1 30 

時 IUl 外 加 算 20 300 30 300 

u!. 夜 加 算 680 
{項1L.05目00新O0 設)

600 
(項ll，，05目10新300 設)

休 日 加 算 20 30 

往診 .詩書往時間加算 120 500 1 20 500 

" . ，rãl-~F込往診 40 削主主 40 削除

"・慢性疾.!H指導料 260 300 260のみ算定指 300
みせん廃止

投喰. 処 Jjせ ん 料 60 100 60 100 
人 院

.，;.同!~ 料 360 550 360 550 

}I;$袋A加算 50 80 50 80 

病院 3 l) 0 460 300 460 
;(1-:必来|診l1t所 200 a60 200 360 

J主押1石 i盤加算

特 惣 640 940 640 940 

頬 440 590 440 590 

2 l!j 300 380 300 380 

3 i員 2 10 240 210 240 

給 金 料 400 550 400 550 

}I; !終給食加算 150 200 1 50 200 
撃を 時iJ 食 加 ~ 1 ] 0 150 1 1 0 1 50 

入師時医学管.I'l斜 病院 診療所 1誇骸 4告IlUl民 1;.oj 民 220 550 

1カ月未満 390 260 120 590 診療所 150 480 

1-3 カ月 330 210 660 540 

3 カ月以上 280 110 6 1 0 500 

(it) 申1<=おもに国公立病院向け、乙表理おもiζ診療所、弘立病院向け

-4-



光市医師会報 1 9 7 4 

PしACENTA-SAUERBRUCH
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発売元北陸製薬繍式会註
" 福井県・山市立JIIIJ-丁目 3-14 
造元 (支底・東京・権問・札鰻・高松・ 出張所 ・山形 ・4公江 ・山口)

PROF.SAUERBRUCH・PRAPARATEBOTTGεR K G. BERL1N WEST 

豆辞典 あとがき

0-0申<><><><>c同時申骨骨出:;...0.

<><砕==:=:=::'0噌~

OAPEC Organization of Arab 

Petr oleum Exporting Countries 

アラプ石油紛!IH羽織情。 1976年 6月tζ発生

したの東紛争のとき、 OPECはイスラエ)V，ζ好

怠をもっ同としてアメリカ、イギリス、西ドイツ

{と対し.石油の紛出銭止を決ふしたが、結局.0
PECの足般みがそろわず、失敗Iζ終わった。乙

のためクウエートサウジアラビア、リビアのアラ

ブ 3閃は 68年 1月OAPECをつく勺た。

現在の加w.l同はエジプ 卜、シ リア 、イラクなど

を合め11カ|判。 OPECと以も大きな途いは、留

またはそのIJilg会社と阪公契約を締結する乙 とが

でき~という点であ答。

福祉元年の呼声尽く海明けした昭如 48年iま高

度成長経済のもと公%と汚物価インフレの嵐の中

で疾古賀荒袋:まその婦に速した。 eRlCi危尊重打破を叫

ぶ医療諸問体の切実な訴えにより 12 月 7 日中~

泡湾側、 12月31日お間決定の運びとなった。

日医婆笠の内容とは遥かに低く、年米の主張であ

る抜本改正とは程遠い。、当面のほ乙ろびは糊塗で

きるにせよ.i自主11::君主かれた尚Jl[な繁栄は、まぼ

ろしの如く 消え去ろうとし経済体:1;;1の変革を余儀

なくされ物不足荷物価のm*が危似Sれている。

今回の改正もつかの間の iiびiζ終らない ζ とを顕

ふ。石油;ζ ゆらいだ続イーであるが、何!ζ もまして

貫主なのは術l互いの鎚以であろう。会員諸兄の白

重自愛を祈る。

初日記今年もおのれ欺くや (五位彦)

発行所光市小1.'.1防 1633の2林医院内

光市民 師会
T E L 0833 (91) 0519 

発行者 林 考: 之

編集者 会報編集委員会

印刷所
光市御崎町

中村印刷株式会社


